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秋
田
が
先
導
す
る
エ
コ
ノ
ロ
ジ
ー

―
―『
真
夏
の
夜
の
夢
』の
妖
精
は
だ
れ
？
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▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第㊳回

写真2：赤・青色の蓄電池駆動電車ACCUM

写真3：ACCUMの充電に活躍するゼファー風車

写真1：「恩荷」の熱い太鼓演舞 ▼
秋
田
訪
問
　

近
年
、
秋
田
県
に
縁
が
あ

る
。
数
年
前
に
も
夏
に
東
北

６
県
を
ド
ラ
イ
ブ
し
た
お

り
、
十
和
田
湖
か
ら
小
坂
鉱

山
、
能
代
市
、
秋
田
市
、
由

利
本
荘
市
な
ど
を
訪
ね
た
。

昨
年
は
、
大
館
市
と
角
館
市

を
、
今
年
は
男
鹿
市
と
大
館

市
を
訪
ね
た
。

山
形
県
鶴
岡
市
出
身
の
筆

者
は
、
隣
県
の
秋
田
県
に
は

親
近
感
を
持
っ
て
い
る
が
、

山
形
県
と
異
な
る
地
勢
や
歴

史
文
化
、
そ
し
て
暮
ら
し
が

あ
る
。

今
年
６
月
30
日
に
男
鹿
半

島
に
宿
泊
し
た
。
そ
の
当
日

と
翌
日
７
月
１
日
の
体
験

を
、
Ｏ
ｆ
Ｂ
ｙ
Ｆ
ｏ
ｒ
の
視

点
と
し
て
報
告
し
た
い
。

▼
観
光
と

　
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　

６
月
30
日
、
朝
、
滞
在
先

の
軽
井
沢
駅
を
10
時
32
分
の

新
幹
線
で
、
大
宮
経
由
で
秋

田
に
向
か
っ
た
。
秋
田
行
き

「
こ
ま
ち
19
号
」
は
満
席
、

仙
台
ま
で
は
立
席
。
仙
台
か

ら
は
着
座
で
き
、
牛
タ
ン
弁

当
で
昼
食
と
し
た
。
盛
岡
を

経
由
し
、
15
時
04
分
に
少
し

遅
れ
、秋
田
駅
に
到
着
し
た
。

秋
田
駅
で
16
時
28
分
の
男

鹿
行
き
乗
車
予
定
が
、
駅
ナ

カ
シ
ョ
ッ
プ
の
出
店
者
と
話

し
込
み
乗
り
遅
れ
て
し
ま
っ

た
。
次
の
列
車
で
男
鹿
駅
に

17
時
48
分
に
到
着
で
き
た
。

総
距
離
７
８
８
㌔
㍍
の
鉄
道

の
旅
で
あ
っ
た
。

ま
だ
ま
だ
明
る
い
。
が
、

筆
者
は
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
と
い
う
観
光
を
楽
し

く
す
る
地
域
環
境
整
備
に
関

わ
っ
て
い
た
が
、
駅
や
観
光

案
内
所
の
人
も
そ
れ
に
は
無

縁
で
、裏
腹
の
よ
う
で
あ
る
。

▼
地
元
若
者
た
ち
の

　
太
鼓
の
演
舞

男
鹿
温
泉
ホ
テ
ル
に
宿
泊

し
た
が
、
日
本
海
と
寒
風
山

を
眺
望
で
き
る
客
室
や
展
望

風
呂
は
、
気
持
ち
を
癒
し
て

く
れ
る
。
夕
食
で
は
、
男
鹿

の
食
味
、
そ
し
て
酒
膳
を
頂

い
た
。

男
鹿
と
い
え
ば
、「
な
ま
は

げ
」。
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
に
も

「
な
ま
は
げ
」
の
大
き
な
人
形

が
あ
る
。
ホ
テ
ル
の
近
く
に

は
、
男
鹿
温
泉
交
流
会
館

「
五
風
」
が
あ
り
、
観
光
客
向

け
に
「
な
ま
は
げ
太
鼓
」
の

演
奏
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ウ
が
、
行

わ
れ
て
い
る
。【
写
真
１
】

「
恩
返
し
」
す
る
こ
と
を

「
荷
」
と
背
負
い
、
地
元
の

伝
統
芸
能
を
通
じ
観
光
の
一

端
を
担
っ
て
い
る
。
彼
ら
彼

女
ら
の
演
舞
や
ト
ー
ク
に

は
、
そ
の
思
い
や
行
動
が
感

じ
ら
れ
る
。
真
夏
の
夜
に
、

清
々
し
さ
を
頂
く
こ
と
が
で

き
た
。
応
援
し
た
い
。

▼
エ
コ
ノ
ロ
ジ
ー

「
エ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
」
と
い

う
言
葉
を
検
索
す
る
と
や
は

り
前
例
が
あ
っ
た
。
エ
コ
ロ

ジ
ー
＆
エ
コ
ノ
ミ
ー
＆
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
３
要
素
を
合
成

し
て
一
語
に
集
約
し
た
も
の

で
あ
る
。
誰
し
も
が
、
い
ま

発
想
で
き
る
新
語
で
、
時
代

性
が
あ
る
と
い
え
る
。

翌
日
７
月
１
日
、
チ
ェ
ッ

ク
ア
ウ
ト
後
、
男
鹿
駅
行
き

送
迎
バ
ス
に
乗
車
。
曹
洞
宗

洞
泉
寺
で
途
中
下
車
し
詣
で

た
。
洞
泉
寺
は
、
北
朝
鮮
船

舶
で
遭
難
死
し
た
14
体
の
遺

骨
を
供
養
し
て
い
る
。
荘
厳

な
本
堂
横
に
安
置
さ
れ
た
慰

霊
に
合
掌
し
た
。

そ
の
後
、
近
く
の
羽
立
駅

ま
で
は
地
元
の
カ
ッ
プ
ル
に

送
っ
て
頂
い
た
。
駅
で
待
っ

宿
泊
先
の
温
泉
ホ

テ
ル
の
迎
え
サ
ー

ビ
ス
は
、
も
う
な

い
と
い
う
。
公
共

の
バ
ス
も
な
く
、

唯
一
の
交
通
手
段

は
タ
ク
シ
ー
、
そ

れ
も
30
分
は
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
。
ホ
テ

ル
ま
で
は
25
分
、

料
金
が
７
０
０
０

円
近
く
も
か
か

る
。
男
鹿
半
島
観

光
に
予
定
変
更
は

要
注
意
と
教
え
ら

れ
た
。

て
い
る
と
、
男
鹿

線
で
の
「
エ
コ
ノ

ロ
ジ
ー
」
の
表
象

と
も
い
え
る
「
蓄

電
池
駆
動
電
車
Ａ

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｍ
」
が
入

線
し
て
き
た
。
行

先
が
男
鹿
行
き
で

逆
で
は
あ
る
が
乗

車
。
車
内
が
え
ら

く
混
ん
で
い
る
。

尋
ね
る
と
、
昨

日
降
り
た
男
鹿
駅

は
、
今
日
か
ら
は

新
築
さ
れ
た
新
駅

で
開
業
、
こ
れ
に

合
わ
せ
新
築
し
た
道

の
駅
「
オ
ガ
ー
レ
」

も
同
時
開
業
で
、
記

念
行
事
が
あ
る
た
め

と
い
う
。
近
郷
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
や
カ
ッ
プ
ル
な
ど

大
勢
が
乗
車
し
て
い
る
。

「
蓄
電
池
駆
動
電
車
」
は
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
開
発
し
た
新

型
車
両
。
交
流
蓄
電
池
電
車

「
Ｅ
Ｖ-

Ｅ
８
０
１
系
」
の

赤
・
青
色
の
ボ
デ
ィ
ー
カ
ラ

ー
の
２
両
が
１
編
成
と
な
っ

て
い
る
。【
写
真
２
】

蓄
電
池
に
は
、
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
を
搭
載
、
追
分

駅
～
男
鹿
駅
の
非
電
化
区
間

（
男
鹿
線
、
26
・
６
㌔
㍍
）

を
「
蓄
電
池
駆
動
電
車
」
と

し
て
走
行
す
る
。
秋
田
駅
～

追
分
駅
の
電
化
区
間
（
羽
越

線
）
で
は
、
架
線
か
ら
の
電

力
で
走
行
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
電
車
で
あ
る
。

従
来
の
気
動
車
エ
ン
ジ
ン

か
ら
の
排
気
ガ
ス
の
発
生
解

消
の
ほ
か
、
二
酸
化
炭
素
と

騒
音
の
低
減
を
図
る
。
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｍ
の
室
内
照
明
は
、
す

べ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
電
力
消
費

を
低
減
し
て
い
る
。

男
鹿
駅
構
内
に
は
、
充
電

設
備
が
あ
る
。
新
駅
屋
上
か

ら
は
、
目
線
に
小
型
風
車
が

９
機
回
っ
て
い
る
の
を
観
る

こ
と
が
で
き
る
。
ゼ
フ
ァ
ー

の
５
㌗
機
（
Ｚ
ｅ
ｐ
ｈ
ｙ
ｒ

９
０
０
０
）
で
、
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｍ
へ
の
充
電
で
も
一
役
か
っ

て
い
る
。【
写
真
３
】

わ
が
国
の
地
方
鉄
道
に
は

非
電
化
路
線
が
多
く
、
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｍ
の
よ
う
な
電
池
電
車

の
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。

▼
『
真
夏
の
夜
の
夢
』

こ
の
時
季
、
日
中
は
猛

暑
・
酷
暑
、
夜
も
熱
帯
夜
な

ど
、
暑
や
熱
の
漢
字
が
飛
び

交
う
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の

喜
劇
『
真
夏
の
夜
の
夢
』
を

思
い
出
す
。
２
組
の
男
女
の

恋
愛
の
悩
み
や
軋
轢
を
一
夜

に
し
て
解
決
す
る
妖
精
が
登

場
す
る
。

秋
田
は
じ
め
地
方
の
活
力

や
魅
力
を
い
か
に
つ
く
り
出

す
か
。
そ
の
役
割
を
誰
が
演

じ
る
か
で
あ
る
。
若
者
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
市
長
や
議

員
、
あ
る
い
は
エ
ン
ジ
ニ

ア
。
誰
か
が
妖
精
と
な
り
、

地
方
や
故
郷
に
魅
力
を
高
め

て
ほ
し
い
。

そ
れ
に
は
、
３
要
素
か
ら

な
る
「
エ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
」
も
、

有
効
な
視
点
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
真
夏
の
夜
に
、
そ
れ

を
夢
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

地
元
の
男
女
12
名

の
若
い
演
奏
家
集
団

「
恩
荷
」
が
研
鑽
を

重
ね
て
演
舞
し
て
い

る
様
子
は
、
一
時
の

感
動
を
与
え
て
く
れ

る
。「
恩
荷
」（
お
ん

が
）
は
、
蝦
夷
の
酋

長
の
名
で
あ
っ
て
、

男
鹿
の
地
名
の
由
来

で
も
あ
る
と
い
う
。

若
者
た
ち
は
、
こ

の
名
を
頂
き
、
男
鹿

に
生
ま
れ
た
こ
と
に


